
 

 

－１－ 

 ふらっと通信 
第１５５号 
令和5年6月22日発行 

発行：南房総市富山地域づくり協議会「ふらっと」 

 〒299‐2216 南房総市久枝327  

          （富山地域センター内） 

 TEL：0470-57-3000 / FAX：0470-57-3002 みんみんネット HP FB 

日 曜 
活動・主催 

（開催については主催者にお問い合わせください） 
場所 時間 

１ 土 
岩井海岸ビーチクリーン ※雨天中止 

 080-8051-6039  i.PLANNER 渡辺 
高崎駐車場 

6：00～ 

30分程度 

６ 木 岩井駅前公園美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） JR岩井駅前公園 9：00～ 

12 水 おはなし会（あひるの会） 白鳩保育園 10：00～ 

13 木 岩井駅構内花壇美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） JR岩井駅 9：30～ 

14 金 おはなし会（あひるの会） 富山小学校 8：00～ 

15  土  
岩井海岸清掃（久枝1・2、3観光） 岩井海岸 8：00～ 

おはなしだいすき（あひるの会） 岩井コミセン 10：00～ 

20 木 富山山頂美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） 集合：南房総市駐車場 9：00～ 

27 木 岩井川親水公園美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） 岩井川親水公園 9：00～ 
            

 サロン開催予定 場 所 開催日・時間 問合せ・備考 

 茶の間（久枝区） 久枝青年館 
毎月第1・3火曜日 
13:30～15:00 

090-2328-8934(福原) 

 市部みんなのたまり場 市部青年館 
毎月第2・4火曜日 
10:00～14:00 

090-5505-7022(吉澤) 

 みならく出口 高崎出口青年館 
毎月第2・4木曜日 
13:30～15:30 

  

 いのばた 井野集会所 
毎月20日  
13:30～15:30 

  

 さろん平久里 平群コミセン 
毎月第2・4金曜日 
10:00～12:00 

  

 だんらんカフェ（犬掛） 
古民家カフェ 

「田舎の家」 

毎月第3木曜日 
13:30～15:00 

090-8963-5674(前田) 

  山田のかかしサロン 山田青年館 
毎月第４水曜日 

13:30～15:30 

090-1556-4041(川名) 

※山田区民限定 

出店者・イベント提供者募集 
富山地域づくり協議会「ふらっと」では昨年に続き、地域の交流の場づくり・人と人のつながりを目

的とした『ふらっとフェスタ』を１１月４日(土)に開催予定です。つきましては『ふらっとフェス

タ』への出店者及びパフォーマー・ワークショップ等のイベント提供者を募集いたします。 

●開催日 令和５年１１月４日(土) 

●会 場 富山ふれあいスポーツセンター（南房総市久枝1024） 

●募集期間 ７月３日(月)～８月３１日(木) 

※出店イベント提供ご希望の方は、右記のQRコードから募集要項を 

 ご精読頂き、「応募受付フォーム」にて申し込みください。 

 

●募集内容（例） 

【屋内・屋外イベント提供者】 

 バンド演奏&歌、祭囃子等、踊り、お笑い、ヨガや体操などの体験、 

 マジック、軽スポーツやドローン体験などの提供者。 

【屋外模擬店出店者】 

 飲食（キッチンカー含む）、駄菓子・雑貨・おもちゃ販売、体験型ワークショップなどの提供者。 

富山学園７年生が、５月１０日(水)に実施した「自然体験学習：富山登山・登山道清掃」の記事の

投稿です。多くの投稿の中から、川﨑莉帆さんと醍醐 輝さんの記事を紹介します。 

令和５年７月の富山地域内の活動（６月6日現在の情報です） 

「ふらっとフェスタ」 

五
月
十
日(

水)

、
富
山
登
山
・登
山
道
整
備
を
富
山
中
学

校
一
年
生
が
行
い
ま
し
た
。
登
山
整
備
を
行
っ
た
目
的

は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
苦
労
を
知
り
、
自
分

た
ち
が
で
き
る
事
を
実
際
に
や
っ
て
み
な
が
ら
考
え
る
た

め
で
す
。
で
も
、
な
ぜ
富
山
な
の
か
。
理
由
は
三
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
地
域
の
象
徴
的
な
山
で
登
山
者
も
た
く

さ
ん
い
る
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
、
実
際
に
自
然
と
ふ
れ
あ

い
森
林
の
役
割
を
理
解
す
る
事
で
す
。
三
つ
め
は
、
歴
史
と

現
状
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
学
び
と
愛
着
を
深
め

る
た
め
で
す
。 

 

富
山
登
山
を
行
っ
て
私
の
見
つ
け
た
主
な
課
題
は
、
階
段

の
段
差
が
約
三
十
セ
ン
チ
位
あ
っ
た
事
、
大
き
い
木
が
た
お

れ
て
い
て
歩
き
づ
ら
か
っ
た
事
、
所
々
に
、
カ
ン
な
ど
が
落

ち
て
い
る
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
課
題
が
増

え
な
い
よ
う
に
私
た
ち
が
で
き
る
事
一
つ
一
つ
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
﨑
莉
帆 

 

五
月
十
日(

水)

、
富
山
学
園
七
年
生
は
、
富
山
に
登
り

ま
し
た
。
登
っ
た
目
的
は
登
山
道
の
整
備
を
行
い
、
登
山
客

の
歩
き
や
す
さ
の
追
求
、
森
の
環
境
問
題
を
把
握
す
る
こ

と
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
僕
た
ち
は
「
マ
イ
ナ
ス
発
言
は
し
な
い
」と
い
う

目
標
の
基
、
登
山
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
全
員
で
協
力
し
、
道
を
二
メ
ー
ト
ル
程
ま
で
広
げ

ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
の
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
道
に
木

が
倒
れ
て
い
た
り
、
泥
が
地
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
り
と
、

沢
山
の
困
難
が
あ
り
、
難
し
く
、
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
僕
た
ち
は
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
自
然
と
の
共

生
・共
存
に
つ
い
て
の
理
解
を
少
し
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
僕
は
そ
の
他
に
海
の
清
掃
活
動
も
行
っ
て
み
た
い
で

す
。
ま
だ
何
回
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
の
で
、
よ
り
深
く
理

解
す
る
た
め
、
真
面
目
に
、
楽
し
く
体
験
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

醍
醐 

輝 

7/21「富楽里とみやま」リニューアルオープン！ 

 道の駅「富楽里とみやま」は、昨年から行ってきた大規模改修を終え、７月２１日(金)にリニューア

ルオープンします。当日は、青森県「道の駅つるた」からの出店も予定されています。また、オープ

ンに伴い駐車場の混雑が予想されますので係員の指示に従っていただくよう宜しくお願いします。 

引っ越しに伴い、７月１２日(水)～７月１９日(水)の間は休業となりますのでご了承ください。 
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安房国札観音霊場を大正時代の絵葉書で巡る 

 安房の国札三十四ヶ所観音霊場巡礼は、鎌倉時代、後掘河天皇在位の貞永元年（1232）に悪疫が流

行し、飢饉にも襲われるなど、世情が惨憺たる有様だったことに心を痛めた時の高僧たちが相図っ

て、安房国内に奉安する観世音菩薩にご詠歌を奉納し、厨子の帳を開いて巡り、拝んだことに始まる

といわれています。 

 ふらっと通信154号に続き、第十番 往生寺・第十一番 金銅寺・第十二番 福満寺を巡りたいと

思います。            ※説明文は、ちば南房総「安房国札観音霊場巡り」より抜粋 
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第十二番 富山 福満寺 / おもくとも かるくのぼれや 富山へ 四方じょうどを 見るもごくらく 

第十番 金清山 往生寺 / おうじょう寺 のぼりて見れば ちしゅのはな いつもたえせぬ のりのこえかな 

 寛仁元年（1017）、恵心僧都が創建。本尊である聖観音

坐像も恵心僧都の作といわれています。また一説では運慶

作とも伝わっています。また、不動明王坐像と弘法大師像

が安置され、享保15年（1730）奉納のご詠歌額や明治4年に

安房在住の歌人たちが奉納した歌額が残されている。 

 通称・観音山と呼ばれている裏山の頂上付近には数百坪

の平地があり、かつてはそこに観音堂がありました。現在

の観音堂は明治2年（1869）山上から移築したものです。山

上には歴代住職の墓地と、宝暦12年（1762）に建てられた

「光明真言三千万編」の記念供養塔が残っています。 

 往生寺は徳川時代には30石の朱印地を賜った有力な寺院

でした。ご詠歌の「いつも絶えせぬ法（のり・読経）の声

かな」からは、当時の繁栄ぶりを窺うことができます。 

 富山は南と北に二つの峯を持つ美しい双耳峰。南の観音

峰と北の金毘羅峰の頂上にはそれぞれお堂があります。 

 南峰にある観音堂は、聖武天皇の勅願により行基菩薩が

天平3年（731）の正月に作事を始め、6月に工事を終えたと

されています。自然環境の厳しい山頂は雨風や雷が激し

く、焼失や倒壊、再建を繰り返してきた歴史があります。 

 麓には福萬寺の本堂があります。当初は、現在の本堂か

ら登る表参道の一合目と二合目の間の諏訪の台、地籍でい

う大房というところにありました。その後焼失し、元治元

年（1864）に現在地に本堂を再建。山門の仁王像はかつて

山頂にあったもので、平成10年に移されました。いまでは

ほとんどの巡礼者が麓の本堂で納経を済ませ、次の札所へ

向かうとのことです。 

第十一番 奇雲山 金銅寺 / はるばると のぼりて見れば こんどう寺 はぎのはしらは 五六千本 

 和銅2年（709）に現在地より北方にある小萩坂西之野

に、行基菩薩が観音菩薩像を自ら刻んで七間四面の精藍を

創建した当寺。その後、長い年月の間に荒廃し草原となっ

て埋もれてしまったといいます。 

 そして弘安3年（1280）小萩坂から一筋の光明が輝き、そ

れが白雲となって立ち昇ったのを近くに住む僧・玄助が見

つけました。立ち昇った白雲と光に導かれ、玄助が草むら

をかき分けたところ、旧堂跡の草の中から金銅の聖観音像

一体が現れたのでした。そこで玄助は、萩を束ねて柱を作

り、茅で屋根を葺いて観音像を安置したとされています。 

 ご詠歌にある「はぎのはしらは五六千本」とはこのこと

を詠ったもの、奇雲が立ち込めたところに金銅仏が現れた

ことから、奇雲山金銅寺と号されました。 

南房総学 

日 時 ７月２５日（火）午後７時３０分～８時３０分  

場 所 富山学園昇降口・グラウンド 

内 容 講師による「夏の星座のお話と星座の観察」 

参加費 無料 （予約なしで参加できます） 

      ※小学生以下の参加は、保護者同伴 

持ち物 懐中電灯 

※雨天実施（昇降口で星座の解説を行います） 

日 時 ７月３０日（日）午前１０時～１１時３０分 

場 所 岩井コミセン（南房総市久枝３２７） ２F講義室 

内 容 「どんぐりアート」の吉澤さんの指導で、 

      押し葉や花などを、はがきに貼り付けて作品をつくります。 

参加費 無料（定員３０名：要予約） ※７月２６日(水)締め切り 

      ※小学生以下の参加は、保護者同伴 

持ち物 筆ペンやサインペン、ボールペン・ピンセット（お持ちの方） 

日 時 ８月２日（水）午後１時３０分～３時３０分 

場 所 岩井コミセン（南房総市久枝３２７） ２F講義室 

内 容 パナソニックによる環境学習と次世代エネルギー工作 

募 集 １０組（小学４年生以上：要予約） 

        ※７月３１日(月)締め切り 

参加費 １，０００円（材料代） 

後 援 南房総市 

★動きやすい服装や帽子、筆記用具、飲み物などは各自で用意してください。 

★都合により、イベント内容に変更が生じる場合があります。 

参加申し込み・問合せは 

富山地域づくり協議会「ふらっと」☎５７－３０００（平日のみ） 


